
２月１３日ＮＨＫ「ほくほくテレビ物産展」に

『風かおるおいしいまち苫前町』をＰＲするため、くま獅子保存会

少年団や農漁業の女性、凧あげ大会、苫前弁天みこしらのメンバー

総勢７５名が、札幌ファクトリーホールから生放送。

苫前町の特産品を利用した料理や風車、郷土芸能

「くま獅子舞」、弁天みこしなどを披露し、

元気な苫前町を１時間程度紹介しました。



広報とままえ　３月号　2頁

の
ひ
と
つ
の
手
段
で
あ
り
、
目
的
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、
合

併
あ
り
き
の
協
議
と
は
し
な
い
。
②

協
議
会
は
、
住
民
が
合
併
の
是
非
の

判
断
を
す
る
た
め
の
材
料
を
提
供
す

る
場
と
し
て
位
置
づ
け
、
協
議
の
過

程
を
全
面
的
に
公
開
し
、
住
民
が
合

併
を
含
め
た
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
で
き
る
よ
う
広
報
・
広
聴
活
動

に
努
め
る
。
③
三
町
村
の
産
業
、
歴

史
、
文
化
・
伝
統
な
ど
、
地
域
の
特

色
や
資
源
、
ま
と
ま
り
を
尊
重
し
、

最
大
限
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映

さ
せ
る
。
④
一
応
の
目
途
と
し
て
合

併
特
例
法
期
限
（
平
成
十
七
年
三
月
）

に
留
意
し
、
効
率
的
か
つ
実
効
性
の

あ
る
協
議
と
な
る
よ
う
努
め
る
。
と

い
う
基
本
的
考
え
方
が
確
認
さ
れ
、

今
後
、
合
併
協
議
二
十
五
項
目
（
お

お
よ
そ
千
五
百
事
項
）
に
つ
い
て
、

集
中
審
議
が
進
め
ら
れ
る
。

協
議
会
の
組
織
体
制
は
以
下
の
図

の
と
お
り
で
、
協
議
会
で
は
四
月
か

ら「
協
議
会
だ
よ
り
」を
毎
月
発
行
す

る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

設
し
、
協
議
会
で
の
審
議
状
況
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
役
場
並
び
に
古

丹
別
支
所
に
お
い
て
も
議
事
録
や
会

議
資
料
の
閲
覧
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

三
月
一
日
羽
幌
町
中
央
公
民
館
に

お
い
て
、
留
萌
中
部
三
町
村
任
意
合

併
協
議
会
設
立
調
印
式
を
中
部
三
町

村
（
苫
前
町
、
羽
幌
町
、
初
山
別
村
）

の
町
村
長
が
出
席
し
行
わ
れ
、
引
き

続
き
、
各
町
村
か
ら
選
出
さ
れ
た
委

員
三
十
八
名
が
出
席
し
、
第
一
回
の

協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

協
議
会
で
は
、
各
委
員
並
び
に
監

査
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
後
、

設
立
経
過
や
協
議
会
の
規
約
や
、
幹

事
会
、
専
門
部
会
の
規
程
及
び
財
務

規
程
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
会
議
運
営

規
程
や
予
算
、
事
業
計
画
、
合
併
協

議
項
目
、
新
町
将
来
構
想
策
定
方
針

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

会
議
運
営
に
つ
い
て
は
、
①
町
村

合
併
は
、
あ
く
ま
で
「
ま
ち
づ
く
り
」

ま
た
、
住
民
説
明
会
説
明
資
料

「
新
町
建
設
計
画
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

（
仮
称
）」
を
作
成
し
、
説
明
会
を
九

月
か
ら
実
施
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

お
り
、
町
で
は
そ
れ
に
併
せ
て
町
単

独
で
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
も
協
議

し
、
説
明
資
料
の
策
定
に
着
手
す
る

予
定
で
今
後
急
ピ
ッ
チ
に
作
業
が
進

む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

苫
前
町
か
ら
選
出
さ
れ
た
協
議
委

員
、
監
査
委
員
、
幹
事
会
委
員
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
第
一
号
委
員
（
町
村
長
）

森
利
男

▽
第
二
号
委
員
（
助
役
等
）

斉
藤
栄
一

▽
第
三
号
委
員
（
議
会
議
長
）

星
野
恭
司

▽
第
四
号
委
員
（
議
会
議
員
）

藤
田
憲
二
、
間
宮
英
明
、
林
秀
行
、

柴
田
文
夫

▽
第
五
号
委
員
（
学
識
経
験
者
）

大
矢
根
成
孝
（
苫
前
町
農
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長
）、小
野
善

市
　
（
北
る
も
い
漁
業
協
同
組
合
副

組
合
長
理
事
）、
菊
地
暢
（
苫
前
町

商
工
会
会
長
）、
橋
場
一
雄
（
苫
前

建
設
協
会
会
長
）、
林
千
代
美
（
苫

前
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
）、

西
大
志
（
苫
前
町
産
業
三
団
体
青

年
懇
談
会
会
長
）

▽
監
査
委
員

浅
井
昭
（
苫
前
町
監
査
委
員
）

▽
幹
事
会
委
員

斉
藤
栄
一
（
苫
前
町
助
役
）

廣
瀬
功
直
（
苫
前
町
教
育
長
）

赤
坂
一
昭
（
苫
前
町
総
務
課
長
）

留
萌
中
部
三
町
村 

 

三
月
一
日
調
印
式
並
び
に 

第
一
回
協
議
会
開
催 

任
意
合
併
協
議
会
設
立

任
意
合
併
協
議
会
設
立 
任
意
合
併
協
議
会
設
立

任
意
合
併
協
議
会
設
立 
任
意
合
併
協
議
会
設
立

任
意
合
併
協
議
会
設
立 
任
意
合
併
協
議
会
設
立 

協　議　会 

①合併協議の基本的事項  
②その他合併に関して必要な事項 

【協議会委員】  
関係町村の長、助役又は長が指定する職 
員、議会議長、議会議員、学識経験者  
（計39名） 

〈協議会の役割〉 

関
係
町
村
合
併
担
当 

調整 

調
整 

調整 協議・調整 

協議 

専　門　部　会 所　管　事　項 

行 財 政 専 門 部 会  

総務、職員、情報管理、防災・消防、選挙管理委 
員会、新町将来構想（新町建設計画）、企画調整、 
合併町村の財政計画、財政管財、税全般、広報広 
聴、会計、議会全般、監査全般及びその他他の部 
会に属さない事項 

戸籍、住民基本台帳、福祉、医療、保健、介護保 
険、国民健康保険、保育、生活・環境衛生等に関 
する事項 

建設港湾、都市計画、公営住宅、上水道、下水道 
等に関する事項 

農林水産、商工観光、公園、農業委員会等に関す 
る事項 

教育総務、学校教育、社会教育等に関する事項 

住民福祉専門部会  

建 設 専 門 部 会  

産業経済専門部会  

教育文化専門部会  

〔専門部会の役割〕 
専門的な協議と調整 

①合併協議の基本的事項 
②その他合併に関して必要な事項 

協
議 

協　議　会 

①協議会の会議  

②協議会の資料作成  

③協議会の広報  

④協議会の庶務  

⑤協議会の運営  

⑥その他必要事項 

〈事務局の役割〉 

事務局長 

事務局次長 

計画調整班 総務班 

幹　事　会 

①協議会への提案事項の協議調整  

②その他合併に関して必要な事項の協議、 

　調整  

  

 

〈幹事局の役割〉 

　助役、長が指定する職員（３名）で構成する。 

調整 

協議 

庶務 

庶務 報告・提案 

監査委員 
協議会の出納監査  

　　　　（計３名） 

報告 

任　意　合　併　協　議　会　組　織　図 

〈事務局体制〉 

調印式を行った阿部初山別村長（左）、
舟橋羽幌町長（中央）、森苫前町長（右）



苫
前
町
農
協
女
性
部

設
立
五
十
年
の
節
目
を
祝
う
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式
典
に
お
い
て
大
矢
根
部
長
は
、

「
女
性
だ
か
ら
で
き
る
発
想
に
自
信
を

持
っ
て
活
動
を
展
開
し
、
仲
間
と
仲

良
く
語
ら
い
、
農
業
と
生
活
を
守
り
、

女
性
の
地
位
向
上
に
努
め
た
い
。」と

あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
歴
代
の
部
長

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
森
町
長
や

同
農
協
花
井
忠
昭
会
長
理
事
ら
か
ら

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
祝
賀
会
で
は
各
地
区
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

披
露
さ
れ
、
き
れ
い
な
衣
装
に
身
を

包
み
、
若
返
る
会
員
た
ち
の
嗜
好
こ

ら
し
た
踊
り
や
歌
を
楽
し
ん
で
い
た
。

苫
前
町
農
協
女
性
部
（
部
長
大
矢

根
勝
代
、
会
員
八
十
五
名
）
が
設
立

五
十
周
年
を
迎
え
、
一
月
二
十
八
日

町
公
民
館
に
お
い
て
記
念
式
典
が
開

か
れ
、
関
係
者
約
百
三
十
名
が
半
世

紀
の
節
目
を
祝
っ
た
。

同
女
性
部
は
、
昭
和
二
十
九
年
に

設
立
さ
れ
て
以
来
、
農
協
事
業
と
一

体
の
中
、
農
村
女
性
の
交
流
や
農
産

物
の
加
工
、
青
空
市
な
ど
を
取
り
組

み
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
は
、
稲
作

農
業
か
ら
蔬
菜
生
産
へ
と
農
業
情
勢

が
転
換
す
る
中
、
農
作
業
を
大
き
く

支
え
て
き
た
。

２月１２日役場町
長室において、交通
死亡事故の発生が皆
無な市町村（パーフ
ェクト市町村）に対
する知事感謝状が、
留萌支庁地域政策部
の松永章広環境生活

課長より森町長へ伝達された。
この感謝状は、昨年一年間に当該市町村で交通死
亡事故発生がゼロで、かつ、当該市町村の住民が道
内他の地域においても交通死亡事故を起こしていな
い市町村に送られるもので、全道では五十五の市町
村がパーフェクトを達成しており、本町は８年ぶり
の受賞。
感謝状を手にした森町長は、「今後もより一層、交
通安全を呼びかけていきたい。」と謝辞を述べていた。

各地区からの舞踊やダンス、ヨサコイなどが披露されたアトラクション

式辞を述べる大矢根勝代部長
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北
海
道
障
害
者
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

横
内
吉
弥
さ
ん（
71
歳
）優
勝（
三
年
連
続
四
回
目
） 

大回転 

全
国
で
相
次
い
で
い
る
学
校
へ
の

不
審
者
侵
入
に
対
処
す
る
た
め
、
一

月
二
十
七
日
苫
前
小
学
校
（
瀧
畠
英

勝
校
長
、
児
童
八
十
三
名
）
が
、
避

難
訓
練
を
行
っ
た
。

こ
の
訓
練
は
、
冬
休
み
期
間
中
に

教
員
間
で
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
安
全
に
早
く
避
難
で
き
る
能
力

と
態
度
及
び
誘
導
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
管
内
で
は

初
の
試
み
。
不
審
者
侵
入
の
対
応
に
、

先
生
の
表
情
は
緊
張
感
が
漂
い
、
警

察
が
駆
け
つ
け
、
不
審
者
を
取
り
押

さ
え
る
姿
は
、
本
番
さ
な
が
ら
の
迫

力
あ
る
訓
練
で
し
た
。

苫
小
で
不
審
者
侵
入

避
　
難
　
訓
　
練

訓
練
の
協
力
に
あ
た
っ
た
羽
幌
警

察
署
で
は
「
不
審
者
侵
入
は
、
今
や

都
会
だ
け
で
な
く
、
田
舎
で
も
充
分

に
起
こ
り
う
る
の
で
、
常
に
危
機
管

理
意
識
が
重
要
」
と
注
意
を
喚
起
し

て
い
た
。

二
月
二
十
一
日
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
町
長
杯
争
奪
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
実
施
さ
れ
、
町
内

の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者
六
チ
ー
ム

（
四
十
七
名
）
が
参
加
し
、
全
チ
ー
ム

総
当
り
に
よ
る
十
六
試
合
で
競
い
合

わ
れ
、
各
チ
ー
ム
の
親
睦
交
流
と
運

動
不
足
に
な
り
が
ち
な
冬
期
間
の
健

康
づ
く
り
が
図
ら
れ
た
。

試
合
は
、
大
翔
会
と
や
ま
び
こ
、

長
島
が
三
勝
一
敗
で
並
ぶ
大
接
戦
と

な
り
、
得
失
点
差
で
大
翔
会
が
優
勝

を
果
た
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
優
勝
　
大
翔
会
（
齋
藤
能
正
、
太

田
市
郎
、
竹
内
俊
夫
、
新
庄
和
子
、

竹
内
ト
ミ
子
、
加
藤
早
智
子
）
◎
準

優
勝
　
や
ま
び
こ
（
伊
藤
稔
、
十
川

猛
、
千
葉
ト
ミ
、
十
川
ソ
ノ
、
丹
羽

利
子
）

◎
三
位
長
島
チ
ー
ム
と
旭
親
チ
ー
ム

浜
＝
建
具
業
）
が
、
三
年
連
続
四
回

目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

横
内
さ
ん
は
、
こ
の
大
会
に
平
成

十
年
か
ら
七
年
連
続
出
場
し
て
お
り
、

大
回
転
競
技
３
５
０
ｍ
コ
ー
ス
を
タ

イ
ム
35
秒
14
で
滑
り
降
り
、
ク
ラ
ス
最

高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
優
勝
。

「
冬
期
間
の
運
動
不
足
解
消
と
な

り
、
健
康
の
た
め
、
や
め
れ
ま
せ
ん
。」

と
七
十
歳
代
と
は
思
え
ぬ
体
つ
き
。

「
年
に
一
度
の
家
族
旅
行
で
お
孫
さ

ん
と
ス
キ
ー
を
す
る
の
か
楽
し
み
。」

と
の
こ
と
。
今
後
ど
こ
ま
で
優
勝
記

録
を
伸
ば
せ
る
か
楽
し
み
で
す
ネ
。

二
月
十
五
日
栗
山
町
で
開
催
さ
れ

た
第
二
十
三
回
北
海
道
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
大
回
転
Ｂ
ク
ラ
ス
（
肢
体

５
）に
お
い
て
、
横
内
吉
弥
さ
ん（
栄

道内観光情報紙「じ
ゃらん」では、公共温
泉満足度ランキング調
査を実施し、とままえ
温泉「ふわっと」が全
道公共温泉209軒中総
合18位となる結果を発
表した。

この調査は、実際に利用している人たちを対象に、
どれくらい満足しているかを「風呂」、「食事」、「施
設」、「接客・サービス」、「清潔感」、「リピート意向度」
と「総合評価」の７項目でアンケート調査を実施。
「ふわっと」は総合得点82.72点で１８位と留萌管内
公共施設ではトップの成績。ちなみに全道のトップ
は、椴法華村の「ホテル恵風湯ったり館」でした。
詳しくは「じゃらん２月号」をお読みください。

２月３日古丹別小
学校（高木満校長）
では、同校グランド
において、スノーフ
ェスティバルが開催
され、自然との関わ
りの深い活動を通し
て、冬の楽しい遊び
を実感するのを目的に、宝探しや５色綱引きなどの
ゲームを楽しむほか、スノーモービル試乗体験が行
われた。
スノーモービルは、ＰＴＡの古村達副会長の呼び
かけにより、町内有志５名がスノーモービル８台を
持ち込み協力。児童は、初めての体験とあって歓声
をあげながら、試乗を楽しんだ。
また、このスノーモービル試乗体験は、古丹別保
育所の子ども達にも提供されていた。

古小スノーフェスティバル 

不審者を取り押さえる先生や羽幌署員



二
月
六
日
苫
商
高
（
稲
葉
俊
徳
校
長
）

生
徒
六
十
一
名
（
一
、
二
年
生
）
は
、

古
丹
別
市
街
地
で
の
高
齢
者
世
帯
や
商

店
街
の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
し

た
。同

校
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
て
思
い
や
り
の
心
を
養
い
、
地
域

社
会
へ
の
参
加
と
交
流
を
目
的
に
、
平

成
九
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回
は

高
齢
者
世
帯
六
戸
と
商
店
や
古
丹
別
支

所
な
ど
六
件
の
十
二
箇
所
。

白
い
息
を
吐
き
な
が
ら
除
雪
を
す
る

生
徒
達
は
、
高
齢
者
か
ら
の
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
に
も
気
持
ち
よ
く
応
え
て
い

た
。ま

た
、
同
日
苫
前
地
区
に
お
い
て
も
、

町
内
で
公
共
工
事
請
け
負
っ
て

い
る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
建
設
株
式

会
社
が
協
力
会
社
で
あ
る
東
北

建
設
株
式
会
社
と
と
も
に
、
独

居
等
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
奉
仕

作
業
を
実
施
し
た
。

作
業
に
は
、
同
社
の
作
業
員

十
名
が
参
加
し
、
屋
根
の
高
さ

ま
で
積
も
っ
た
雪
を
ス
コ
ッ
プ

や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
か
き
出
し
、

住
宅
は
明
る
い
日
差
し
を
取
り

戻
し
、
お
年
寄
り
か
ら
喜
ば
れ

て
い
た
。

一
方
、
同
月
十
五
日
に
は
、

古
丹
別
消
防
団
員
に
よ
る
高
齢

者
世
帯
（
六
件
）
の
安
全
確
保

を
目
的
に
除
雪
奉
仕
作
業
も
行

わ
れ
、
冬
場
の
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
て
い
た
。

屋根の雪下ろしをする苫商高生たち

除雪奉仕するオリエンタル建設（株）
並びに東北建設（株）の作業員たち

４月１日から消防自動車のサイレン音が出動種別に応じ
て使い分けることとなります。
従来、火災、警戒、救助出動等を問わずサイレン音「ウ

ーウーウー」のみで、運用しておりますが、今後火災現場
に出動する消防車のサイレン音は、鐘の音を併用し「ウー
ウー　カンカン」、火災以外の救助等での出動は「ウーウー
ウー」と使い分けすることとなります。
これは、住民や消防団員がサイレン音によって、火災出

動か火災以外の出動かを判別できるようにするためです。

２月１６日町公民館において、苫前町農協婦人防
火クラブ定例総会に併せて「火災予防講習（合同地
区活動）」が行われ、総会に出席した会員ら60名が、
苫前町危険物安全協会（会長佐藤利幸）の会員山本
司（字古丹別）さんが講師で、「ガスに関する講話」
について講演し、ＬＰガスの正しい使い方について、
「使用器具の点検や使用中はそばから離れず、換気を
心がけるよう。」注意を呼びかけていた。その後、
「火災、煙、有毒ガス、検証新宿歌舞伎町ビル火災」
のビデオ鑑賞を行った。
また、古丹別駐在所木村巡査部長夫妻による「火

災予防」について、腹話術で予防を呼びかけていた。

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署　�４-２３２１
〃　　　　古丹別支署　�５-４１１９
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※火災のときは

「ウーウーカンカン」と吹鳴
※火災以外のときは

「ウーウーウー」
と吹鳴

危険物安全協会から講話を受ける会員
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第
十
二
回
北
海
道
凧
あ
げ
大
会
兼

第
三
十
一
回
苫
前
町
凧
あ
げ
大
会
が
、

二
月
二
十
二
日
「
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
参
加

者
総
数
二
百
九
十
二
名
二
百
十
基
の

凧
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

大
会
当
日
は
、
曇
り
空
で
は
あ
っ

た
が
心
地
よ
い
北
東
の
冬
風
が
吹
き
、

凧
上
げ
に
と
っ
て
は
最
適
と
な
り
、

ほ
と
ん
ど
の
凧
が
舞
い
上
が
っ
て
い

た
。ま

た
、「
ふ
わ
っ
と
」
ロ
ビ
ー
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
能
登
忠
さ
ん
（
字

苫
前
）
の
協
力
に
よ
り
新
潟
の
大
型

六
角
凧
や
四
国
凧
、
ム
カ
デ
や
中
国

の
龍
の
連
凧
な
ど
七
十
三
枚
の
展
示

も
大
会
を
盛
り
上
げ
、
友
好
町
三
重

県
長
島
町
か
ら
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

中
川
慧
明
さ
ん
（
長
島
町
役
場
生
活

環
境
課
長
）
が
出
場
し
、
大
会
に
華

を
添
え
た
。

大
会
は
、
午
前
九
時
三
十
分
に
力

昼
小
学
校
福
井
和
良
・
佐
々
木
恵
里

両
選
手
の
選
手
宣
誓
で
開
幕
。
午
前

十
時
に
第
一
部
の
審
査
が
開
催
さ
れ
、

親
子
並
び
に
小
学
生
が
一
斉
に
会
場

を
走
り
回
り
、
空
高
く
舞
い
上
が
る

凧
を
見
上
げ
喜
ぶ
幼
児
や
息
を
切
ら

す
親
の
姿
が
見
ら
れ
、
凧
上
げ
を
満

喫
し
て
い
た
。
午
前
十
一
時
か
ら
は
、

中
学
生
以
上
の
凧
や
大
凧
、
連
凧
が

一
斉
に
舞
い
上
が
り
、
勇
壮
な
凧
の

舞
に
見
物
に
来
た
観
衆
か
ら
も
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

ま
た
、
ふ
わ
っ
と
前
カ
バ
ー
ド
ウ

オ
ー
ク
（
屋
根
付
歩
廊
〜
玉
石
通
り
）

で
は
、
苫
前
町
の
特
産
品
が
ず
ら
り

と
軒
を
並
べ
、
二
千
人
も
の
人
が
押

し
寄
せ
て
い
た
。
中
で
も
、
ナ
メ
タ

カ
レ
イ
や
ベ
コ
モ
チ
、
煮
蛸
な
ど
人

気
商
品
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
一

部
完
売
す
る
商
品
も
出
る
ほ
ど
の
盛

況
ぶ
り
。
併
せ
て
ホ
タ
テ
稚
貝
の
味

噌
汁
７
５
０
杯
が
無
料
配
布
さ
れ
、

来
場
者
の
冷
え
た
体
を
温
め
て
い
た
。

凧
上
げ
審
査
が
終
了
し
た
後
は
、

「
ふ
わ
っ
と
」ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
各
入
賞
者
へ
一
人
ひ
と
り
賞

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
会
場
か

ら
多
く
の
拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
た
。

表
彰
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
河
辺
晃
吉
さ

ん
の
『
手
作
り
笛
演
奏
』
が
ギ
タ
ー

と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
披
露
さ
れ
、

「
ち
く
わ
」
や
「
空
気
入
れ
」
か
ら
奏

で
る
き
れ
い
な
音
色
に
参
加
者
は
耳

を
傾
け
て
い
た
。

大
会
最
後
は
、
毎
年
恒
例
の
景
品

付
き
の
餅
ま
き
大
会
で
締
め
く
く
ら

れ
、
景
品
を
引
き
換
え
た
当
選
者
が

帰
路
へ
と
つ
い
て
い
た
。
大
会
関
係

者
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

大
会
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

▽
親
子
の
部

①
西
條
直
志
・
凌

平
（
苫
前
町
）
②
川
村
昌
恵
・
旬
輝

（
苫
前
町
）
③
山
根
里
絵
・
空
（
羽
幌

町
）
④
渡
部
和
人
・
み
や
か
（
苫
前

町
）

▽
小
学
校
一
・
二
年
生
の
部

①

青
柳
康
平
（
羽
幌
町
）
②
山
根
海

（
羽
幌
町
）
③
川
村
優
利
菜
（
苫
前
町
）

④
原
野
未
来
（
苫
前
町
）
⑤
小
澤
悠

哉
（
苫
前
町
）
⑥
中
村
春
佳
（
苫
前

町
）

▽
小
学
校
三
・
四
年
生
の
部

①

瀬
川
知
未
（
苫
前
町
）
②
横
内
菜
摘

（
苫
前
町
）
③
檜
谷
早
耶
香
（
苫
前
町
）

④
久
野
龍
一
（
苫
前
町
）
⑤
高
瀬
尚

也
（
苫
前
町
）
⑥
吉
田
司
（
苫
前
町
）

▽
小
学
校
五
・
六
年
生
の
部

①

金
澤
恒
慧
（
苫
前
町
）
②
佐
々
木
恵

里
（
苫
前
町
）
③
瀬
川
将
士
（
苫
前

町
）
④
福
井
和
良
（
苫
前
町
）
⑤
折

舘
準
一
（
苫
前
町
）
⑥
久
野
茜
（
苫

前
町
）
⑦
西
村
萌
美
（
苫
前
町
）

▽
中
学
生
の
部

①
米
谷
真
依

（
羽
幌
町
）
②
横
内
友
希
（
苫
前
町
）

③
金
山
貴
弘
（
苫
前
町
）
④
小
澤
春

菜
（
苫
前
町
）

▽
高
校
・
一
般
の
部

①
榊
原
優

子
（
羽
幌
町
）
②
苫
前
は
ま
な
す
ク

ラ
ブ
（
苫
前
町
）
③
横
内
漁
業
部

（
苫
前
町
）
④
米
谷
日
登
美
（
羽
幌
町
）

▽
大
凧
の
部

①
東
北
建
設
（
苫

前
町
）
②
無
限
樹
（
苫
前
町
）
③
猪

股
石
油
店
（
苫
前
町
）
④
苫
前
町
商

工
青
年
部
（
苫
前
町
）

▽
連
凧
の
部

①
佐
藤
文
保
（
札

幌
市
）
②
後
藤
ひ
と
み
（
苫
前
町
）
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鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
東

南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
猛
威
を
振
る
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
で
も
七
十

九
年
ぶ
り
と
な
る
発
生
が
、
山
口
県

や
京
都
府
の
大
型
養
鶏
場
で
の
発
生

や
、
大
分
県
で
は
一
般
の
方
の
愛
玩

用
に
飼
わ
れ
て
い
た
「
チ
ャ
ボ
」
に

も
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
原
因
と
な

る
ウ
イ
ル
ス
は
、
野
鳥
や
水
鳥
が
運

び
こ
む
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
で
、
室

内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
の
鳥

類
が
、
直
ち
に
危
険
と
い
う
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
屋
外
で
鳥
類
を

飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の
点
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
鳥
小
屋
の
中
に
野
鳥
が
入
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
鳥
の
餌
入
れ
等
を
野
外
に
放
置
す

る
と
野
鳥
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
の

で
、
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

◎
野
鳥
や
水
鳥
が
集
ま
っ
て
生
息
し

て
い
る
場
所
に
は
出
来
る
だ
け
行

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
養
鶏
場
へ
の
立
入
り
は
自
粛
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
鳥
類
の
健
康
観
察
を
十
分
に
行
い
、

死
亡
が
増
え
る
等
の
異
常
が
あ
っ

た
場
合
は
、
早
期
に
家
畜
保
健
衛

生
所
や
獣
医
師
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

〜
連
絡
先
〜

留
萌
家
畜
保
健
衛
生
所
（
幌
延
町
）

�
〇
一
六
三
二
―
五
―
一
二
二
六

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

ご
注
意
を
！

社会教育課からのお知らせ

図書室サポーター募集＆活動内容
昨年から募集・活動しています『図書室サポーター』は
現在10名で、本の楽しさを皆さんに伝えるためにいろい
ろな事業などを企画をしています。
来年度も楽しいイベントを考え実施していきますので、
事業ボランティアの参加または企画だけの参加、どちらも
サポーター一同、心からお待ちしています！

【おもなイベント】
☆「本とあそぼう」
本を利用して小さいお子様と一緒にできる『絵本
づくり』や『石けんづくり』などをします。
偶数月に行っています。

☆「本を利用してやってみよう」
小学生を対象として工作や科学実験などをします。
奇数月に行っています。

【サポーターの活動】
★布の絵本づくり
布の絵本や遊具を作ります。
縫うだけのお手伝いも募集しています。

★図書だより作成、イベント当日のお手伝い
★公民館図書室の本の修理、整理

◎希望する活動を選ぶことができます。
（１つの活動でもOK）

◎興味のある方は気軽に連絡ください。連絡先5－4076

苫前町教育委員会 苫前町公民館　　　　　　電話　5－4076

E-mail：tph@jasmine.ocn.ne.jp　　HPアドレス：http://www1.ocn.ne.jp/̃tomamae/

苫前町スポーツセンター　電話　5－4515

～あなたの生涯学習、応援します～ お問い合わせ・ご相談は… 

図書室からのお知らせ！図書室からのお知らせ！
☆　公民館を利用したいときは、事前に申し
込んで下さい。（申請書を提出して下さい）
☆　公民館を利用する前とお帰りの際は必ず
事務所へ声をかけて下さい。
（利用人数をお知らせ下さい）
☆　公民館をご利用の際は、ゴミのお持ち帰
りにご協力下さい。
☆　冬期間公民館へお入り
の際は、靴についた雪を
落として入るようにして
下さい。（雪が解けて滑り
やすくなります）

公民館からのお知らせ！公民館からのお知らせ！

本年度も公民館及び社会教育課の
事業をご利用いただき、誠にありが
とうございます。
来年度も皆さんのご利用を心より

お待ち申し上げます。

★●◆ 
●★● 

★●◆ 

● ● ● 
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を
何
回
も
聞
き
直
す
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

異
な
る
点
と
し
て
は
、「
物
忘
れ
」

が
あ
っ
た
場
合
、
痴
呆
で
は
五
分
前

の
出
来
事
な
ど
最
近
の
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
（
昔
の
こ
と
は
良
く

覚
え
て
い
ま
す
）。
ま
た
、「
物
忘
れ
」

を
自
覚
し
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、「
う
つ
病
」
の
場
合
は
、
一

生
懸
命
答
え
よ
う
と
し
て
も
「
わ
か

り
ま
せ
ん
」「
知
り
ま
せ
ん
」
が
、
多

く
な
り
ま
す
。
一
時
的
に
記
憶
が
失

わ
れ
て
、
激
し
い
物
忘
れ
を
し
た
こ

と
を
本
人
は
自
覚
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
気
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

「
痴
呆
」
の
場
合
は
、
身
体
の
不

調
を
訴
え
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
す

が
、「
う
つ
病
」
の
場
合
は
調
子
の
悪

さ
が
よ
く
現
れ
ま
す
。

身
体
の
病
気
だ
と
思
っ
て
、
内
科

を
受
診
す
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、

検
査
結
果
は
特
に
問
題
な
い
と
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
症
状
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
以
下
の
図
に
載
せ
た
の

で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
に
な
っ
た
ご
両
親
や
親

戚
の
方
と
接
し
て
い
る
時
に
次

の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◎
年
だ
か
ら
物
忘
れ
は
し
か
た
が
な

い
◎
年
だ
か
ら
身
体
の
調
子
も
悪
く
な

る
だ
ろ
う

◎
若
い
と
き
と
違
う
か
ら
元
気
も
わ

き
に
く
い
ん
だ
ろ
う

初
期
の
痴
呆
と
似
た
よ
う
な
症
状

で
高
齢
者
の
う
つ
病
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
早
期
に
対
応
す
る
こ
と

で
回
復
も
早
く
な
り
ま
す
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
症
状
に
気
を

付
け
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

両
方
に
共
通
す
る
こ
と
と
し
て
、

「
無
関
心
」、「
無
気
力
」、「
何
も
か
も

が
面
倒
」、「
も
の
ご
と
の
決
断
が
で

き
な
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
や
「
物

忘
れ
」
が
ひ
ど
く
な
り
、
同
じ
こ
と

「
痴
呆
」
と
「
う
つ
病
」
は
、
複
雑
な

関
係
の
た
め
、
専
門
の
医
療
機
関
に

か
か
る
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
高
齢

に
な
る
と
自
分
で
気
付
け
な
い
こ
と

や
本
人
が
諦
め
て
周
り
の
人
に
言
わ

な
い
と
い
う
こ
と
が
良
く
あ
り
ま
す
。

家
族
の
方
が
気
に
な
っ
た
時
は
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

気
に
な
る
の
か
、
か
か
り
つ
け
の
主

治
医
や
保
健
師
に
相
談
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

独
り
で
悩
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

「子どもの心を育てる」
幼児教育セミナー

２月14日古丹別保育
所を会場に幼児教育セ
ミナーが開催され、未
就学児を育てる父母ら
40名が参加し、「不登
校」や「引きこもり」
となる子どもの実態と
対処方法、子育てのか

かわり方について学習。
講師は、臨床心理士で北海道大学保健管理センター
非常勤講師である市川啓子さん。「現在、不登校となっ
ている児童生徒は全国で１３万人。うち60％が大人と
なっても「引きこもり」となり、大きな社会問題。心
の問題は、自立心が大きく影響し、精神的自立は幼児
期の人見知りから始まっています。子どもの特徴をつ
かみ、自尊心を育てる教育が必要です。お母さんが、
子どもを抱えすぎていませんか？」と問いかけていた。

▼
億
劫
が
っ
た
り
、
物
忘
れ

な
ど
が
目
立
ち
ま
せ
ん
か
？

▼
身
体
の
調
子
は

ど
う
で
す
か
？

気
に
な
る
と
き
は
相
談
を
！

二
月
三
日
「
節
分
の
日
」
に
苫

前
・
古
丹
別
両
保
育
所
（
園
）
で
は
、

北
留
萌
消
防
組
合
苫
前
支
署
並
び
に

古
丹
別
支
署
の
協
力
の
も
と
、
恒
例

の
豆
ま
き
大
会
が
行
わ
れ
、
火
遊
び

防
止
も
呼
び
か
け
た
。

園
児
た
ち
は
、
手
作
り
の
面
を
頭

の
乗
せ
福
の
神
と
な
り
、
特
製
の
箱

に
豆
を
入
れ
、
ド
ド
ー
ン
と
太
鼓
の

音
と
と
も
に
登
場
し
た
鬼
に
向
か
っ

て
「
鬼
は
そ
と
、
福
は
う
ち
」
と
豆

を
ま
き
、
見
事
に
鬼
退
治
。

鬼
の
あ
ま
り
の
迫
力
に
思
わ
ず
、

泣
き
出
す
園
児
も
。
鬼
の
面
が
は
ず

さ
れ
、
ほ
っ
と
す
る
園
児
と
記
念
撮

影
し
、
楽
し
い
節
分
を
過
ご
し
て
い

た
。
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

「
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
」

介護保険の財源は公費（50％）と、６５歳以上の方が納める『第１

号保険料』（18％）と40歳～64歳の方が納める『第２号保険料』（32％）

でまかなわれています。

介護サービスを充分に整えるため、そして介護が必要になったときに

誰もが安心してサービスを利用できるように、保険料の納付にご理解と

ご協力をお願いします。

Ｑ
　
65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
保

険
料
）
の
納
め
方
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ
　
保
険
料
の
納
め
方
は
年
金
額

等
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

何かご不明な点等ございましたら苫前町在宅介護支援センター
（役場町民課しあわせ係内）までお問い合わせください。

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
国
保
に
加
入
す
る
人
と
そ
の
届

け
出
は
？

Ａ

職
場
の
健
康
保
険
（
会
社
な
ど

の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
、
そ
の

他
任
意
継
続
保
険
な
ど
）
に
加
入

し
て
い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
人
を
除
い
た
全
て
の
人
が

国
保
の
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

〈
加
入
は
世
帯
ご
と
に
〉

国
保
へ
の
加
入
は
、
世
帯
ご
と
に

加
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
加
入
や
喪
失
な
ど
の
届
け

出
の
義
務
や
保
険
税
の
納
税
義
務
は
、

そ
の
世
帯
主
が
負
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

〈
保
険
証
は
大
切
に
！
〉

国
保
の
保
険
証
は
、
国
保
の
加
入

者
全
て
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

保
険
証
は
国
保
加
入
者
で
あ
る
こ

と
の
証
明
で
あ
り
、
国
保
で
医
療
を

受
け
る
た
め
の
受
診
券
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

国
保
へ
の
加
入
や
喪
失
の
届
け
出
は
必
ず
　
十
四
日
以
内

に
す
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

届
け
出
が
遅
れ
る
と
次
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

《
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
と
き
》

被
保
険
者
に
な
っ
た
時
点
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
間
の
医
療
費
は
一
旦
全
額

自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

《
喪
失
の
届
出
が
遅
れ
た
と
き
》

他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
た
の
に
、
喪
失
届
け
出
を
し
て
い
な
い
と
、

保
険
税
が
二
重
に
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
こ
の
ほ
か
、
国
保
と
医
療
機
関
と
の
医
療
費
の
支
払
い
に
係
る
ト
ラ

ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 “

”

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

区　分

※年度（4月1日～翌年3月31日）の途中で転入されたり、65歳になった方は、
翌年の9月までは普通徴収の納入方法となります。

対　　象　　者 納入方法

特別徴収

普通徴収

○年金額が年額18万円以上
の支給がある方

○年金額が年額18万円未満
の支給の方
○老齢福祉年金、障害年金、
遺族年金受給者

年金より天引き
されます。

役場から送付さ
れる納付書によ
り支払います。
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特別永住者（朝鮮半島・台湾出身者）
皆さまへ

特別永住者（朝鮮半島・台湾出身者）
皆さまへ

総務省では、日本に永住している朝鮮半
島・台湾出身で、旧日本軍の軍人軍属等とし
て戦死された方のご遺族や重度戦傷病者の方
に対し、弔慰金（260万円）や見舞金（400
万円）等を支給しています。
弔慰金の請求期限は、平成１６年３月３１
日までとなっています。
対象と思われる方は、下記お問い合わせ先ま
でご連絡ください。また、お心当たりの方へ
の情報提供についてもご協力ください。
＝お問合せ先＝
○苫前町役場町民課住民係
○総務省弔慰金等支給業務室
〒105-0001 東京都港区虎ノ門1-18-1

虎ノ門第10森ビル
03-3539-7830又は7831

今
回
は
、
国
民
年
金
の
独
自
給

付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
付
加
年
金

付
加
年
金
は
、
付
加
保
険
料
（
一

ヶ
月
四
〇
〇
円
）
を
納
め
た
こ
と
が

あ
る
人
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
を
得
た
と
き
に
、
老
齢
基
礎
年
金

に
加
算
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上

げ
支
給
又
は
繰
り
下
げ
支
給
を
受
け

た
場
合
は
、
付
加
年
金
の
支
給
も
繰

り
上
げ
又
は
繰
り
下
げ
ら
れ
ま
す
。

繰
り
上
げ
又
は
繰
り
下
げ
が
、
行

わ
れ
た
付
加
年
金
の
額
は
、
年
齢
に

応
じ
て
、
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
割

合
で
減
額
又
は
増
額
さ
れ
た
額
に
な

り
ま
す
。

付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
が

全
額
支
給
停
止
さ
れ
て
い
る
間
は
、

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

年
金
額
は
、
二
〇
〇
円
×
付
加
保

険
料
の
納
付
月
数
分
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

二
、
か
婦
年
金

か
婦
年
金
は
、
第
一
号
被
保
険
者

と
し
て
の
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間

と
保
険
料
の
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て

二
十
五
年
以
上
あ
る
夫
が
死
亡
し
た

退
職
金
は
従
業
員
の
働
く
意
欲
を

高
め
、
退
職
後
の
生
活
を
支
え
る
重

要
な
も
の
で
す
。
中
退
共
制
度
（
中

小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
）
は
、
一

般
の
従
業
員
だ
け
で
な
く
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
等
の
短
時
間
労
働
者
（
週

労
働
時
間
三
十
時
間
未
満
の
従
業
員
）

の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

一
般
の
従
業
員
よ
り
低
い
掛
金

（
二
千
円
、
三
千
円
、
四
千
円
）も
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
し
や

す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
に
お
い
て
退
職

金
制
度
を
設
け
た
い
場
合
は
、
安
全

・
確
実
・
有
利
な
国
の
「
中
退
共
制

度
」
な
ら
手
軽
に
作
れ
ま
す
。

新
し
く
中
退
共
制
度
に
加
入
し
た

場
合
や
、
途
中
で
掛
け
金
を
増
額
し

た
場
合
に
国
か
ら
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

お
問
合
せ
先

○
中
退
共
本
部

東
京
都
港
区
芝
公
園
一
―
七
―
六

�
〇
三
―
三
四
三
六
―
〇
一
五
一

○
退
職
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
三
―
三

�
〇
一
一
―
二
四
一
―
〇
三
五
一

場
合
に
、
夫
の
死
亡
当
時
に
、
夫
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
、
か
つ
、
夫

と
の
婚
姻
関
係
が
十
年
以
上
継
続
し

て
い
る
妻
（
内
縁
を
含
む
）
に
、
六

十
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支
給

さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
夫
が
障
害
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
を
受

け
て
い
た
と
き
、
ま
た
、
妻
が
繰
り

上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
る
と
き
は
、
か
婦
年
金
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
さ
れ
る
年
金
額
は
、
夫
が
死

亡
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で

の
第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
の
期
間

に
つ
い
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算

方
法
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
四
分
の

三
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
、
死
亡
一
時
金

死
亡
一
時
金
は
、
第
一
号
被
保
険

者
と
し
て
の
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
が
三
年
以
上
あ
る
人
が
死
亡
し
た

場
合
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
と
き
に
、
そ
の
遺
族
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

（
一
）死
亡
し
た
人
が
、
老
齢
基
礎
年

金
又
は
、
障
害
基
礎
年
金
の
い
ず
れ

か
の
支
給
を
受
け
て
い
た
と
き
。

（
二
）そ
の
人
の
死
亡
に
よ
り
遺
族
が

遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ

る
と
き
。

な
お
、
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
遺
族
の
範
囲
は
、
死
亡

し
た
人
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
て
、
死

亡
し
た
と
き
に
生
計
を
同
一
に
し
て

い
た
人
と
な
り
ま
す
。
支
給
さ
れ
る

金
額
は
、
死
亡
し
た
日
の
属
す
る
月

の
前
月
ま
で
に
第
一
号
被
保
険
者
と

し
て
保
険
料
を
納
付
し
た
期
間
と
半

額
免
除
期
間
の
二
分
の
一
を
合
計
し

た
期
間
に
応
じ
、
十
二
万
円
か
ら
三

十
二
万
円
の
範
囲
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
生
年
月
日
等
に
よ
り
各
年

金
の
支
給
要
件
が
変
わ
っ
て
き
ま
す

の
で
、
請
求
さ
れ
る
場
合
は
一
度
役

場
町
民
課
住
民
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

Information
お 知 ら せ

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国
民
年
金

Information
お 知 ら せ

忙しくて金融機関に
納めに行くひまが
ないんだけど…。

保険料は口座振替を
手続きをすると預貯金口
座から自動的に保険料が引
き落とせます。毎月金融機
関に納めに行く手間が省け
ます。
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戸
籍
の
小
箱

�
川
　
大
地

だ
い
ち

直
生
／
京
子
１
月
15
日
古
丹
別

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

住
所

ご
成
長
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

長男

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

山
下
綜
太
郎
（
70
歳
）
１
月
28
日

苫
　
前

高
橋
　
　
隆
（
73
歳
）
１
月
25
日

香
　
川

田
村
　
二
郎
（
80
歳
）
２
月
３
日

苫
　
前

倉
田
　
末
松
（
94
歳
）
２
月
４
日

九
　
重

近
藤
　
キ
ク
（
63
歳
）
２
月
５
日

長
　
島

氏
名

年
齢

死
亡
日

住
所

苫
前
町
へ
寄
付

○
古
丹
別
　
苫
前
建
設
協
会

会
長
　
橋
　
場
　
一
　
雄
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付

○
苫
　
前
　
沢
　
村
　
京
　
子
　
様

○
札
幌
市
　
田
　
村
　
理
都
子
　
様

各
町
内
会
へ
寄
付

（
港
町
内
会
へ
）

○
苫
　
前
　
安
　
田
　
み
え
子
　
様

お
　
詫
　
び

広
報
２
月
号
２
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
新
一
年
生
の
お
名
前
が
次
の

と
お
り
誤
っ
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

（
誤
）
赤
坂
雅
也
、
加
藤
な
な
み

（
正
）
赤
坂
雄
也
、
加
藤
み
な
み

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

PRTR法に基づくお届けはお済ですか？
４月から、ＰＲＴＲ法（特定化学物質の環境への排出量
の把握等及び管理の改善の促進に関する法律）に基づく新
たな届出が始まります。
事業者の適切な化学物質の管理を促し、環境汚染を未然
に防ぐため、事業所から環境に排出される有害な化学物質
の排出量を事業者自らが把握して、国に届け出る制度です。
下記の用件に該当する事業者の方は、平成１５年度の排出
量を６月３０日までに、事業所が所在する支庁に届出くだ
さい。なお、４月から届出対象事業者が拡大されますので、
ご注意願います。
◇対象物質：トルエン、ベンゼン、ダイオキシン類など

３５４種類の化学物質
◇対象事業者
①燃料小売業、製造業、廃棄物処分業など２３業種を
営む事業者
②常用雇用者数が２１人以上の事業者
③年間に１トン（発ガン物質は0.5トン）以上の対象
化学物質を取り扱う事業者など

◇問合せ先：北海道留萌支庁環境生活課

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
平
成
十
三

年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
家
電
四
品

目
（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・

エ
ア
コ
ン
）
が
メ
ー
カ
ー
に
引
き
取

ら
れ
、
新
た
な
製
品
の
原
材
料
に
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
十
月
一
日
か
ら
は
、

家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
新
た
に
平
成
十
六
年
四

月
一
日
か
ら
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
対
象
品
目
に
「
冷
凍
庫
」
が
追
加

さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
「
大
事
に
長
く
使

う
」
こ
と
を
心
が
け
、
使
用
で
き
な

く
な
り
手
放
す
と
き
に
は
、
適
切
に

分
別
を
行
う
な
ど
、「
も
の
」
が
循
環

し
有
効
な
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル

に
必
要
な
経
費
の
負
担
に
つ
い
て
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
町
民
課
け
ん

こ
う
係
ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
町
外
や
道
外
で
就
労
す

る
季
節
労
務
者
支
援
の
対
策
と
し
て
、

実
施
し
て
お
り
ま
し
た
傷
害
保
険
共

済
制
度
は
、
実
施
団
体
で
あ
る
（
社
）

北
海
道
季
節
移
動
労
働
者
福
祉
協
会

の
解
散
に
よ
り
、
平
成
十
五
年
度
を

も
っ
て
加
入
保
険
料
の
助
成
を
廃
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
十
六
年
四
月
か
ら
町

外
・
道
外
に
て
就
労
し
傷
害
保
険
に

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
取

扱
い
団
体
へ
直
接
加
入
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
傷
害
保
険
事
務
引
受
団
体
名

（
財
）札
幌
勤
労
者
職
業
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
札
幌
サ
ン
プ
ラ
ザ
）

札
幌
市
北
区
北
二
十
四
条
西
５
丁
目

�
〇
一
一
―
七
一
七
―
二
七
一
一

（
担
当
　
成
田
係
長
）

◇
保
健
取
扱
代
理
店

（
株
）
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ビ
ジ
ョ
ン（
共
栄
火
災

特
急
代
理
店
）

札
幌
市
中
央
区
北
三
条
西
二
丁
目

共
栄
火
災
ビ
ル
六
階

�
〇
一
一
―
二
二
一
―
八
八
五
五

（
担
当
　
鈴
木
主
任
）

苫前町の交通事故情報
平成16年１月末現在

交通事故死ゼロ日数は

１月31日現在で623日

発生件数

０件

死者数

０人

負傷者数

０人

申告書は自分で
書いてお早めに

北
海
道
季
節
移
動
労
働
者

傷
害
保
険
共
済
制
度
の
助
成
廃
止

平成15年分の所得税(住民税及び個
人事業税）の確定申告の受付は３月15
日（月）までです。
確定申告書等は「確定申告の手引き」
を参考に、自分で作成し税務署の窓口
か送付で早めに提出してください。な
お 、 国 税 庁 ホ ー ム ペ ー ジ
【http://www.nta.go.jp】の「所得税の
確定申告書コーナー」でも作成するこ
とができます。
留萌税務署の申告相談会場にお越し
の際は、印鑑、前年の確定申告書の控
え、計算器具や筆記用具をご持参くだ
さい。
詳しくは、留萌税務署（0164-42-
0663）若しくは役場財政課税務係
（4-2211）までお問い合わせください。
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▽
凧
あ
げ
大
会
終
了
後
、
今
年
一
番

の
猛
吹
雪
。
家
々
の
前
は
吹
き
溜
ま

り
で
覆
わ
れ
、
除
雪
作
業
に
汗
を
流

す
。
▽
吹
雪
の
後
に
、
青
空
が
広
が

る
と
き
に
は
、
町
並
み
や
山
野
に
、

い
ろ
ん
な
顔
を
覗
か
せ
る
。
▽
そ
ん

な
中
、
次
の
一
枚
の
写
真
が
寄
せ
ら

れ
た
。
▽
心
和
む
よ
う
な
写
真
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
広
報
広
聴
係
ま
で
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
可
能
な
限
り
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

読者フォトギャラリー

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
内
の
保
育
所

（
園
）
・
小
・
中
学
校
・
高
校
の
園
児

や
児
童
生
徒
の
作
品
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
作
品
を
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

四
月
号
の
予
定
は
苫
前
小
学
校
の

児
童
の
み
な
さ
ん
で
す
。

古丹別小学校の児童の作品

下書きが上手く
いったのに、色
ぬりがへたにな
った。

５年

逢坂　拓人くん

目と手がうまく
できた。

５年

伊藤沙由未さん

風力発電の売電状況
（町営分）

16年の実績（１月分）
３，９６８，７７４円

平成16年１月分の実績
・供給電力量
３１６，３００ｋＷｈ
３，９６８，７７４円

（設備利用率２５．４２％）

『金の鳥』

木の葉っぱの色が
上手くぬれてよか
ったです。

４年

杉野　憂仁くん

『大きなかぶ』

かぶの形が上手く
かけました。

１年

田口　萌乃さん

『夕焼けにそまった
馬とハサン』

虫もたくさん入れ
て、山をにじませ
たところが上手く
いきました。 ４年

佐々木彩花さん

『大きなかぶ』『千と千尋の神隠し』

『赤ずきん』

ぼうしの線を上手
くかけました。

１年

伊藤　匠くん

『さるかにがっせん』

色をぬるのが大変
でした。

５年

伊藤　沙智さん

『金の鳥が
まいおりた』

金の鳥が絵の具で
きれいにぬれたの
でよかった。

４年

池田　拡平くん


